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超軽量Mg-Li基合⾦における
室温・⾼温⼒学特性の同時改善
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最軽量⾦属材料
Mg-Li基合⾦

 超低密度（~1.4 g/cm3）
 優れた資源偏在性
 レアアースの不使⽤
 優れた⽣体親和性

ボディ部
強度と加⼯性の両⽴

エンジン部
⾼温強度の向上

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
0

50

100

150

200

250

300

⽐
降

伏
強

度
, 𝜎

m
3

/ 
Pa

･g
-1

･

冷間圧延限界 (%)

 室温⼒学特性
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 ⾼温⼒学特性（クリープ寿命）

軽量性を活かした多様な⽤途
 PC筐体
 輸送機器
 ⽣体インプラント

 耐⾷性の改善
 腐⾷環境での変形特性の改善 産業展開

同時改善に
⼤きな需要

優れた強度と加⼯性を両⽴

加⼯熱処理による
ミクロ組織制御
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（加工熱処理材）

クリープ寿命の⼤幅な向上

約10倍

圧延加⼯

試験条件：
200 ℃, 10 MPa
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